
須坂市地域おこし協力隊 日下未夕の「峰の原高原へお出かけください♪」vol.４ 

 

こんにちは。峰の原高原地域おこし協力隊の日下です。峰の原高原では、10 月末あっと

いう間に紅葉が終わり、朝起きると樹氷や霧氷、積雪を見ることが増えてきました。霜柱を

シャリッと踏んだり、動物の足跡を見つけたり、気温の低い朝の日ならではの過ごし方を

日々探しています。峰の原高原で過ごす初めての冬。ドキドキワクワクしつつ、冬本番を待

ちます。 

さて今回は、10 月 20 日（日）に行われた「お菓子パーティー」についてご紹介します。 

 

  

 

・秋のお菓子パーティー 

 2019 年 10 月 20 日（日）に、「秋のお菓子パーティー」が峰の原高原こもれびホールに

て行われました。秋のお菓子パーティーは、ペンション奥さま手作りのお菓子が並びます。

今年は例年と少し内容が変わり、完全予約の二部制で行われました。一週間前の台風 19 号

により開催が一時危ぶまれましたが、国道の開通もあり開催することとなりました。お菓子

パーティーの売り上げは全て被災地に寄付をさせていただきました。 

 前日は会場の準備を行い、当日は午前中から搬入が始まりました。次々とお菓子が並び机

を彩っていく光景は、「しあわせ」の一言。全 18 種類のお菓子が並びました。お客さまに

は受付後、お好きなお菓子 3 種類とお飲み物をとっていただき、時間を過ごしていただき

ます。初めての予約制ということで、課題もありましたが、全体的にゆっくりとした落ち着

いた時間だったように感じます。お子さまからご年配の方まで、カップルやご家族、お友達

となど、老若男女、形態問わず、様々な方々がお越しくださいました。 

私は一昨年からお手伝いとして参加させていただいています。今年は、作り手にもしてい

ただきました。地域おこし協力隊となり、9 月から打ち合わせを重ね、前日準備、当日と「イ

ベントをつくる」ことの大変さや楽しさを近くで感じ知ることができました。また、作り手

にしていただいたことで、自分の手で作ったものがイベントの一部となる喜びや何のお菓

子を作るか…どのレシピで作るか…試作…本番…という一連のことを奥さま方の場合は、



それぞれのペンションもある中されていて、とても大きなバイタリティーを直に感じ知る

ことができました。 

 峰の原高原のペンション数は年々減少しており、歳を重ね山からおりる方もいらっしゃ

います。作り手となる“人”が減る中、地域でイベントを行うことは容易ではないと感じま

す。現在の日本ではこのような地域が多くあると思います。地域おこし協力隊としてそんな

地域の一助になれたらと改めて考えた日でもありました。 

 お越しくださった皆さま、ありがとうございました。また、興味を持ってくださった方は

ぜひ来年度の情報をお待ちください！ 

 

  

 

 


